














































































































































































































る。ちなみにその説明書きのほうは、ニーム在住の闘牛愛好家アンドレ・カステルの助言を仰いで書かれたのだが、ここでの共同作業をきっかけに、カステルはレリスの友人となり、その後も闘牛に関するやりとりを書簡で続け、ときにはともに闘牛観戦 おこなう仲になっていった。　「牡牛のために扇を」という詩篇について、レリス自身は、一九三八年一月二十二日の日記に、 「一篇の詩は行為でなければならず、告白であってはなら い」としてうえで、 「 『牡牛のために扇を』を書く いたったのは……告白の
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められもしたのであ 。詩篇の各頁には、詩を支え 基盤としての「現実の出来事」が闘牛についての説明文というかたちでもたらされている そうした基盤の上に、さながら蜃気楼のように立ち昇 のが「牡 のために扇を」の一篇一篇の詩なのである。現実の闘牛から出発して それを超えた幻想的ともいえるイメージ 湧きあがる。現実 写しだしつつも、蜃気楼のごときも となったイメージ……。それはまた、水面 反映のごときイメージとも言えようか。とはいえ、地上の風景と水面の風景が白いページの上で反転している。つまり、水辺 上方にある地上の風景が下方の水面に映るのでは く、下方の が上方のイメージに反映してい しかも、さながら水面がさざ波や淀みなどで乱されたかのように イメージは現実と 無視しがたいずれをは んで そうした歪んだ反映として一篇一篇の詩が存在するのであれば 頁の下部の説明文と 部 詩とのあいだには、それこそ歪んだ鏡があるのだ いうことにも ろう。その歪みは、 『成熟 年齢』で語られていたように、レリスが角や剣で刺される闘牛士 いは牛にみずからを ぞらえざるえをえないところから生じてく も だ。言い換えるなら、レリス 、ことさらに死 影を闘牛に持込み、闘牛を一種 供儀として見ようと てい のだ さなが ナ のご くにレリスは水面の反映を覗き込むが、そこに映し出されたイメージは必然的に歪ん いる であ
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滞の眠りから 目覚めが美にもたらされる だ。そのためには、 の前提として、 「理想的で、来世的であり 調和がとれた論理的な秩序の存在」が必要と 一方で、 「原罪による欠損
　　
一滴の毒、わずかな不統一性、体系全

























かならず、破局をもたらすの ある。その結果と 、闘牛士は牡牛から身 かわさねばならず、 「牡牛や身 かわしに描かれる軌跡のせいで課される逸脱」が必然的に生じてくる それは 「人間 示すわずかな隔 り、単なる身体のひねり、冷徹なまでに幾何学的な美にこうむらされるね れ（
gauchissem
ent ）のたぐい」であり、そうなって









































































































































活動を開始し、二週間に一回のペースで発表集会を開いていたこの研究会に、ミシェル・レリスはさほど積極的 参加していたようには見えない。ドゥニ・オリエなどは、レリスが社会学研究会に加わる決意を固め の 、コレット・ペニョに対する友情の証しという側面が強かっ と見なしているほどだ。もともと人前で話すことを極端に嫌うレリスは、この研究会においては、バタイユ独自の思想と学問と の民族 あいだで板挟みになってもい 。そうした窮屈なあり方が彼に会への積極的なかかわり敬遠させ 言える だが、そうしたなか 一九三八年一月八日
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の聖なるもの」とされているのである。 『闘牛鑑』においても、左の要素の介入こそが聖なるものが生じる条件とされていたが、そ 左の要素はレリスが自己の秘められた部分に対して抱く関心に呼応していることがわかる。 『闘牛鑑』の冒頭近くには、以下のような記述 見られるのだ。　　　
いくつかの風景、いくつかの出来事、いくつかの事物、いくつかの非常にまれな状況は、実際、それらがわた
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